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●
平
戸
市
交
通
船
に
係
る
安
全
運
航
及
び
船
員

　

雇
用
に
つ
い
て

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は

　
　

現
在
跡
地
の
危
険
個
所
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
が
、
事
故
な
ど
が

起
こ
っ
た
場
合
、
市
の
管
理
体
制
は
問
題

視
さ
れ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

教
育
次
長　

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
侵
入

防
止
柵
等
の
設
置
が
無
か
っ
た
た
め
、
進

入
禁
止
の
ロ
ー
プ
張
り
、
注
意
表
示
の
対

処
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

跡
地
は
市
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る

が
現
在
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
場
な
ど
子
ど
も
が
集
え
る
場
と

し
て
再
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
次
長　

当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、
勾

配
が
き
つ
く
湧
水
な
ど
地
盤
が
不
安
定
で

あ
る
こ
と
が
制
約
と
な
り
、
再
整
備
に
は

不
向
き
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
　

民
間
の
ア
イ
デ
ィ
ア
等
を
入
れ
な
が

ら
の
利
活
用
も
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
こ

の
跡
地
を
ど
の
よ
う
に
市
民
に
開
放
し
て

行
く
の
か
。

教
育
次
長　

ツ
ツ
ジ
の
鑑
賞
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
の
利
用
を
考
え
た
い
。

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
調
査
研
究

し
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
。

　
　

高
齢
者
い
き
い
き
お
で
か
け
支
援
事

業
の
申
請
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
何
が
必

要
と
思
う
か
。

福
祉
部
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

使
い
勝
手
等
を
調
査
・
研
究
し
な
が
ら
制

度
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。

　
　

離
島
の
方
々
の
加
算
額
を
増
額
す
る

考
え
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　

利
用
者
状
況
や
ニ
ー
ズ
、
離

島
地
区
以
外
の
利
用
者
と
の
均
衡
等
に
つ

い
て
考
慮
し
た
上
で
検
討
し
た
い
。

　
　

自
動
車
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ

れ
た
方
に
は
年
齢
に
関
係
な
く
対
象
と
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本
市
と
し
て

も
そ
の
よ
う
な
事
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長　

市
内
で
格
差
が
生
じ
れ
ば
、
い
け

な
い
事
で
あ
る
が
、
各
自
治
体
が
ど
の
施

策
に
予
算
を
充
当
す
べ
き
か
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
判
断
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
高
齢
者

同
士
が
顔
を
合
わ
せ
健
康
を
確
認
し
、
励

ま
し
合
い
な
が
ら
、
ま
た
行
き
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
事
業
で
あ
る
事
を
理
解
頂
き
た
い
。

　
　

部
長
か
ら
は
、
こ
の
事
業
の
見
直
し

を
検
討
す
る
旨
の
発
言
だ
っ
た
が
、
前
向

き
な
検
討
の
指
示
を
出
し
て
頂
け
る
の
か
。

市
長　

ニ
ー
ズ
把
握
し
、
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
申
請
率
や
利
用
率
が
上
が
る

よ
う
な
利
便
性
の
高
い
も
の
に
改
変
し
、

利
用
促
進
を
促
す
検
討
を
進
め
た
い
。
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松
尾　

実
（
平
戸
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

市
が
運
営
し
て
い
る
交
通
船
（
第
２

フ
ェ
リ
ー
大
島
）
は
平
成
31
年
３
月
就
航

し
て
以
来
、
今
日
ま
で
大
島
の
方
々
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
船
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

通
信
設
備
の
状
況
、
荒
天
時
の
運
航
判
断
、

船
員
の
配
置
体
制
な
ど
危
惧
す
る
部
分
は

な
い
の
か
。

市
長　

平
戸
市
市
営
交
通
船
運
航
基
準
及

び
平
戸
市
交
通
船
安
全
管
理
規
定
に
の
っ

と
り
適
切
に
運
航
し
て
い
る
。
荒
天
が
予

想
さ
れ
る
場
合
は
迅
速
に
運
航
の
可
否
を

決
定
す
る
な
ど
利
用
者
の
安
全
を
第
一
に

運
航
し
て
い
る
。

　
　

今
年
度
で
定
年
と
な
る
船
長
、
機
関

長
で
あ
る
が
、
今
後
の
船
員
の
確
保
、
人

材
の
育
成
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

船
長
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
と
し
て
、
機
関
長
は
定
年
延
長
で
勤
務

予
定
。
平
戸
市
交
通
船
の
安
定
的
か
つ
安

全
な
運
航
の
た
め
計
画
的
な
船
員
の
確
保

及
び
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
現
状
と
今

後
の
課
題
は
。

福
祉
部
長　

現
在
、
民
生
委
員
１
０
８
名
、

主
任
児
童
委
員
20
名
、
合
わ
せ
て
１
２
８

名
が
定
数
と
な
っ
て
お
り
、う
ち
民
生
委
員
、

児
童
委
員
２
名
が
欠
員
の
状
況
。
昨
年
度

よ
り
令
和
４
年
度
の
改
選
に
向
け
た
定
数

の
見
直
し
と
し
て
、
民
生
委
員
、
児
童
委

員
１
名
当
た
り
１
２
０
世
帯
か
ら
２
８
０

世
帯
と
い
う
国
及
び
県
の
基
準
に
地
理
的

な
条
件
等
を
勘
案
し
て
定
数
見
直
し
案
を

作
成
し
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
連
絡
協

議
会
並
び
嘱
託
員
と
協
議
し
た
。
結
果
と

し
て
中
部
地
区
１
名
、
南
部
地
区
３
名
、

大
島
地
区
３
名
の
合
計
７
名
減
と
し
、
定

数
を
１
２
１
名
と
し
た
。

　
　

民
生
委
員
の
方
々
の
高
齢
化
、
人
材

不
足
、
活
動
範
囲
は
増
え
て
き
て
、
民
生

委
員
の
方
の
負
担
が
大
き
く
な
る
。そ
こ
で
、

ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
並
び
に
各
地
区

に
配
属
さ
れ
た
総
合
相
談
員
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
如
何
か
。

総
務
部
長　

必
要
に
応
じ
民
生
委
員
に
つ

な
ぐ
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
今
後
に
お
い

て
は
、
総
合
相
談
員
と
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
及
び
民
生
委
員
と
連
携
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

福
祉
部
長　

今
後
民
生
委
員
、
児
童
委
員

の
役
割
は
更
に
重
要
な
も
の
と
な
り
、
地

域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
活
動
に
一
方
的
な
負

担
を
強
い
て
は
な
ら
な
い
。
地
域
ぐ
る
み

で
の
見
守
り
や
支
援
体
制
が
必
要
と
考
え

る
。

松
口　

茂
生
（
平
戸
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
ラ
イ
フ
カ
ン
ト
リ
ー
冒
険
ラ
ン
ド
跡
地
活
用
に
つ
い
て

●
高
齢
者
い
き
い
き
お
で
か
け
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
（
現
状
及
び
、
大
島
・
度
島
・
高
島
へ
の
配
慮
は
）
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自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞

く
。
本
市
も
「
Ｄ
Ｘ
戦
略
室
」
な
る
新
組

織
が
立
ち
上
が
っ
た
が
。

市
長

政
府
は
目
指
す
べ
き
デ
ジ
タ
ル
社

会
実
現
に
向
け「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」

を
策
定
。
全
自
治
体
が
重
点
取
組
事
項
６

項
目
な
ど
に
取
り
組
む
。

総
務
部
長　

本
市
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
、
市

長
が
本
部
長
の
平
戸
市
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
を

設
置
。
ま
た
、
関
係
団
体
の
意
見
を
聴
く

Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会
を
設
置
。
個
別
事
業
に

つ
い
て
は
各
課
主
導
で
実
施
す
る
。

　
　

高
速
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
不
可
欠
。（
５
Ｇ

は
都
市
部
の
整
備
が
優
先
さ
れ
よ
う
か
ら
）

ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ（
地
域
・
産
業
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
地
域
の
企
業
や
自
治
体
等
が
個
別

に
利
用
で
き
る
）
整
備
支
援
が
有
効
。

総
務
部
長

メ
リ
ッ
ト
も
多
い
が
未
検
討
。

　
　

防
災
メ
ー
ル
の
対
象
範
囲
を
行
政
全

般
に
広
げ
、
市
民
に
必
要
十
分
な
情
報
を

受
信
で
き
る
も
の
に
す
べ
し
。
さ
ら
に
各

種
住
民
サ
ー
ビ
ス
も
合
わ
せ
、
一
つ
の
ア

プ
リ
で
実
現
す
べ
し
。
例
え
ば
公
共
施
設

の
予
約
、
図
書
の
貸
し
出
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
の
蓄
積
、
次
の
公
共
料
金
の

支
払
い
の
お
知
ら
せ
な
ど
。

総
務
部
長　

有
効
な
手
段
と
し
て
認
識
し

て
い
る
。
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

と
併
せ
検
討
し
た
い
。

　
　

目
の
不
自
由
な
方
向
け
に
文
字
の
読

み
上
げ
機
能
、
点
字
プ
リ
ン
タ
ー
の
充
実
、

歩
行
支
援
な
ど
を
、
耳
の
不
自
由
な
方
向

け
に
音
声
の
活
字
化
や
手
話
ア
プ
リ
の
活

用
、
音
声
告
知
が
多
い
緊
急
情
報
に
早
く

気
づ
く
仕
掛
け
な
ど
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

総
務
部
長　

高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
方

な
ど
が
感
じ
る
困
難
や
課
題
を
体
系
的
に

整
理
し
、
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
努
め
る
。

　
　

全
国
一
律
の
「
義
務
的
な
Ｄ
Ｘ
」
を

こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
平
戸
市
が
全
国
の

自
治
体
を
リ
ー
ド
す
る
「
主
体
的
Ｄ
Ｘ
」

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
わ
ざ
わ
ざ
窓
口
に

出
向
か
ず
手
続
き
で
き
る
な
ら
、
離
島
や

へ
き
地
に
住
む
方
、
移
動
困
難
者
の
問
題

が
１
つ
解
消
す
る
。
高
い
専
門
性
を
有
す

る
職
員
の
育
成
も
重
要
。

市
長　

自
治
体
が
目
指
す
べ
き
は
「
わ
ざ

わ
ざ
何
々
し
な
く
て
も
い
い
」
世
界
。
そ

う
な
る
よ
う
、
人
材
育
成
を
仕
組
み
、
平

戸
市
だ
か
ら
で
き
る
事
業
に
先
進
的
に
取

組
み
、真
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
を
目
指
す
。
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生
月
病
院
に
医
師
確
保
を
お
願
い
し

て
い
る
が
、
実
現
で
き
た
場
合
、
当
然
人

件
費
の
増
加
が
生
じ
る
が
収
益
面
で
は
病

院
の
経
営
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

病
院
局
長　

経
営
面
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
と
し
て
約
２
千
万
円
の
費
用

が
生
じ
る
が
、
過
去
の
決
算
に
お
い
て
、

医
業
収
益
は
約
８
６
０
０
万
円
の
差
額
が

出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
月
病
院
に
医
師

１
名
を
確
保
で
き
た
場
合
の
収
支
は
６
千

万
円
を
超
え
る
収
益
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

経
営
は
好
転
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
　

渡
海
人
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
最
近
は

来
場
者
も
増
え
、
会
場
周
辺
の
渋
滞
が
問

題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
平
戸
大
橋
は
平

戸
を
出
る
に
も
入
る
に
も
唯
一
の
陸
路
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
会
場
は
平
戸
大
橋

公
園
で
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

会
場
で
あ
る
平
戸

大
橋
公
園
は
、
最
適
の
場
で
あ
る
が
、
ご

指
摘
の
ま
つ
り
開
催
時
の
平
戸
大
橋
周
辺

の
渋
滞
対
策
等
も
あ
り
、
今
後
実
行
委
員

会
と
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
、
学
校
の
統
廃

合
を
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

積
極
的
に
推
し
進
め
る
こ
と
は

し
な
い
。
保
護
者
の
声
を
大
事
に
し
、
地

域
住
民
の
理
解
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の

拠
点
と
し
て
魅
力
あ
る
学
校
と
な
る
よ
う

新
た
な
学
校
の
在
り
方
も
視
野
に
入
れ
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　

廃
校
後
の
学
校
施
設
の
活
用
方
法
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　

学
校
以
外
の
行
政
目
的
で
の

利
活
用
の
検
討
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
併

せ
て
地
域
の
実
情
や
要
望
等
を
踏
ま
え
、

施
設
の
老
朽
化
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、

地
域
の
声
を
聴
き
な
が
ら
協
議
検
討
し
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

女
性
消
防
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

消
防
長　

一
度
に
複
数
採
用
す
る
こ
と
も

考
え
、
消
防
本
部
は
受
入
れ
の
環
境
整
備

済
み
で
あ
る
が
、
今
後
は
出
張
所
の
整
備

を
検
討
し
、
女
性
職
員
の
受
入
れ
対
応
と

し
て
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
研
修
を
女

性
消
防
吏
員
活
躍
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

招
き
、
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和

７
年
度
ま
で
に
採
用
割
合
３
％
を
目
標
に

進
め
て
い
き
た
い
。

●
生
月
病
院
の
医
師
確
保
と
収
益
の
相
関
、

　

渡
海
人
ま
つ
り
、
学
校
の
統
廃
合
、
消
防

　

職
員
採
用
に
つ
い
て

各議員の　　　から一般質問の録画中継をご覧いただけます。QRQRQRQRQR

●
平
戸
市
に
お
け
る
自
治
体
Ｄ
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